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１．日本の職人
職人とは、あらためていうまでもないが、一般の労働者やサラリ





































夫の才を持ち合わせているが、一方華やかなパフォーマンスや自己アピールは得意ではないと うようなイメージがある。日本人の多くが、そのような職人の血を受け継いでいるといわれてきた。事実長く続いてきた伝統工芸の分野においてのみ らず、広く宇宙科学や情報機器、医療器具など、現代的な職業や先端技術 領域においても、その技術・技能を誇る職人たちが大 に活躍し いる。ま例えばこれまで、子どもたちの将来希望 職業人として、 「大工職人」や女子の場合「菓 職人」が上位にランクされるなど 職人への人気や憧れは根強いもの あっ 。職人および職人仕事尊重の精神は、日本人に脈々と伝えられてきた。
しかし、昨今多くの業種で、職人の数の激減、および後継者難に
直面している。近代以降の機械による安価な品物 大量生産によって、さらに戦後の高度成長期を経ての、よりいっそう 機械化の進展、生活形態の大きな変化の中で、職人 手仕事は、どんどん駆逐
されていった。効率性、経済性や利便性が優先され、特に自然の材料を用い手間ひまのかかる伝統的な職人仕事は減る一方である。
例えば、醤油メーカーキッコーマンの本拠があり「醤油の里」と












































」と述べられるように、 「頑固」 、 「意地」 、 「辛抱」
そして「徒弟制度」 、 「親方」などの言葉がまず連想される。くわえて「道具」 、 「技術 腕自慢」などを含め、ここには職人に関するキーワードが勢ぞろいしているといえよう。
また職人気質について、辞書によれば、 「職人社会に特有の気質。



















































基本的には、職人および職人気質について そのマイナス面を補って余りある積極的な評価がな れてきた。職人気質につ て語られるところを、いくつか挙げておこう。　







































































てきたのだろうか。いわゆる「徒弟制度」の中で、親方、師匠から弟子へ、個人から個人へ、職人技とそれを支える精神 生活態度の伝承が図られてきた。職 仕事衰退の趨勢にある現代において、徒弟制度はなお維持することが、あるいは発展的 改変す ことができるのであろうか。
徒弟制度について述べられるところを見てみよう。
　



































かには 靴下職人から玉子焼き職人に転身した高山藤三 ん 一九三七年生）の場合、靴下作りについては、 「今はそんなこ ないでしょうが、あの頃 職人といったらみん 根性が狭く ね 誰 仕事を教えてくれないし、機械も触 してもらえな んですよ。だから、
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弟制度をそのまま維持することは きない。新たな師弟関係を模索しなければならない。しかしどのよ な関係であれ、つまるところ「弟子次第」 、 「被教育者」の志次第ということは変わらないのではないだろうか。
人は、特に日本人の多くはと言いたいが、利益を上げて金持ちに
なろう、今を楽しく生きようというばかりではなく、苦労に耐え我慢し辛抱しても、それぞれの夢 実現しよう、それぞれの道を極めようとする者である。人は多く、それぞれの分野で名人達人 域に達し 、世のため人のため何事かを成し遂げようという高く強固な志を持つ者であ 。どのような仕 であれ、このことこそが根本
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になければならないであろう。奥山清行によれば、日本人はどの国の人よりもこのよう 高い志を持つ者だという。　























（）塩野米松『失われた手仕事の思想』 （中公文庫 　二 〇八年三月）二八六頁
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（（）安田武『芸と美の伝承』 （朝文社 　一九九三年十二月 〇頁
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Japanese craftsman’s ethical way of life and craftsman spirit should be evaluated 
highly as well as their  superior skill of the manufacturing.  It  is a moral  obligation  of 
the craftsman to make an effort to do good work for a customer.  The skill and the 
mind of  the craftsman were trained in the apprentice system.  However the 
apprentice system cannot be maintained same as old times at the present  period. 
Apprentice’s high will and initiative are necessary in any kind of education  system.
